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･'-一志 ･となるo もし畑 わかればLO絶棚 も
わかる.粒々の死亡率の防除価値をEi!虫個体がの回u
_.に要する時間で比較してみると伯になる死亡率は 2Ll,
50,75,fJ3.75,99.6%の系列になる｡対数でEl盛っ
た個体群密FRと回役に要する時間との鵬係を図で表す
とtEi松田係になる｡個体桝が低密蛇から砧密IRに増殖
するE封に連続した2,3のらがった増班率をもっている
時は両苅liのつながった2,3の班紋で示しうる.そして
-この図から時間(t)を計辞出来るO殺虫剤で害虫を完
･ 全に防除山来ない勘合,こq)考え方は処理の価伯や煩
議用の輩出決Ljt等に有用な手引とな.ろうO(高焔史樹)
